
              飛騨山岳会百周年記念碑
【西之一色町・文学散歩道沿いの山岳資料館前】
飛騨山岳会創立百周年を記念して平成20年に建立

　　　「腰の山刀伊達には差さぬ
　　　　　　　山郷育ちのララ荒男　夕咲」 

「
岡
目
一
目
」

　
「
先
発
後
進
」
と
い
う
恐
ろ

し
い
言
葉
が
あ
る
。
競
馬
の
先

行
馬
や
競
輪
の
ト
ッ
プ
引
き
の

こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。
先
に

開
発
し
た
技
術
や
経
験
が
、
後

か
ら
来
た
の
に
追
い
抜
か
れ
る

こ
と
。
現
代
の
「
兎
と
亀
の
競

争
」
と
で
も
言
う
べ
き
か
。

　

先
発
医
薬
品
の
特
許
が
切
れ

た
後
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発

医
薬
品
）
な
ん
て
の
も
あ
る
。

コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

も
、「
先
手
必
勝
」
か
「
後
発

有
利
」
か
。
世
界
中
が
息
を
潜

め
て
見
詰
め
て
い
る
。
今
の
と

こ
ろ
ア
メ
リ
カ
が
先
行
。

　

陸み
ち
の
く奥
東
北
で
は
、
過
去
に
総

理
大
臣
が
出
た
の
は
、
原
敬
や

鈴
木
善
幸
な
ど
の
岩
手
県
の

み
。
今
回
は
さ
ら
に
奥
の
秋
田

県
か
ら
菅
氏
。
失
礼
な
が
ら
、

筆
者
に
は
あ
の
顔
は
亀
に
重
な

る
。
後
発
総
理
は
、
コ
ロ
ナ
禍

中
（
火
中
）
の
栗
を
拾
い
、
日

本
を
救
っ
て
下
さ
る
か
。

　
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
が
飛
騨
に

来
て
「
ア
ゲ
ア
ゲ
の
飛
騨
」
と

言
っ
た
。
も
は
や「
下
々
の
国
」

で
は
な
い
。
高
山
は「
小
京
都
」

を
標
榜
し
観
光
資
源
を
開
発
し

た
。
し
か
し
そ
の
後
は
、
日
本

中
「
小
京
都
」
だ
ら
け
。

　

何
事
も
先
発
の
兎
は
大
変

で
、
後
か
ら
牛
も
亀
も
狸
も
来

る
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

年
頭
の

ご
挨
拶

（
一
社
）
高
山
市
文
化
協
会

       

会
長
　
小
林
　
浩

「
次
代
に
続
く
文
化
の
創
造
に
向
け
て
」

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
員
を
は
じ
め
市

民
の
皆
様
に
は
、
令
和
三
年
の

新
し
い
年
を
お
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
一
般
社
団
法
人 

高

山
市
文
化
協
会
の
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
春
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
は
、
私

達
の
日
常
生
活
に
不
自
由
を
強

い
る
ば
か
り
か
、
心
の
支
え
と
な

る
文
化
活
動
に
も
多
大
な
影
響

を
与
え
、
皆
様
に
大
き
な
ス
ト
レ

ス
を
与
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
、
当
協
会
加
盟
団
体
に
活

動
実
態
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

九
割
を
超
え
る
団
体
が
何
ら
か

の
制
限
を
受
け
、
組
織
の
運
営

も
極
め
て
困
難
な
状
況
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
当
協

会
は
、
活
動
の
規
模
を
縮
小
し

な
が
ら
も
、
市
民
文
化
芸
術
鑑

賞
事
業
や
、
飛
騨
文
芸
祭
・
短

歌
会
及
び
俳
句
会
な
ど
の
文
芸

作
品
の
募
集
を
中
心
に
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
未
だ
に
コ
ロ
ナ
禍

が
終
息
す
る
気
配
が
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
様
な
時
勢
だ
か
ら

こ
そ
「
何
が
出
来
る
の
か
」「
何

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

を
見
極
め
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

の
中
に
気
軽
に
文
化
に
親
し
み
、

楽
し
み
な
が
ら
活
動
に
参
加
で

き
る
環
境
を
取
り
戻
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
、
設
立
七
十
周
年
記
念

事
業
と
し
て
制
作
し
た
映
画
『
初

め
て
の
女
』（
瀧
井
孝
作
原
作
）

は
、
昨
年
三
月
か
ら
公
開
予
定

で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
こ
れ
ま
で
十
分
な
上
映
会
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は

各
地
域
で
上
映
の
機
会
を
設
け
、

多
く
の
方
々
に
鑑
賞
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
新
し
い
高
山
市

民
文
化
会
館
（
仮
称
）
建
設
計

画
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
日
本

大
学
名
誉
教
授
で
工
学
博
士
の

本
杉
省
三
先
生
の
講
義
を
受
け
、

ま
た
「
持
続
可
能
な
文
化
振
興

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
劇
作
家
・

演
出
家
の
平
田
オ
リ
ザ
氏
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

お
二
人
か
ら
は
、
将
来
高
山

市
が
発
展
す
る
た
め
の
文
化
活

動
と
、
そ
の
核
と
な
る
公
共
施
設

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、

貴
重
な
助
言
と
指
導
を
受
け
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏

ま
え
具
体
的
な
考
え
を
ま
と
め

て
、
高
山
市
へ
提
言
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
年
も
当
協
会
を
取
り
巻
く
多

く
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
事
態
を

教
訓
と
し
、
次
代
に
続
く
新
し
い

文
化
の
創
造
に
向
け
て
、
皆
様
方

と
共
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
今
年
こ
そ
、
穏
や
か
で

充
実
し
た
文
化
活
動
が
身
近
な
と

こ
ろ
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

湯山昭の音楽
What The World Needs Akira Yuyama

市民文化芸術鑑賞事業
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土
延期公演
開催決定

新型コロナ感染症対策へのご協力をお願い申し上げます。　※ご入場の際には、マスクの着用（窓口での有料販売有り）手指の消毒の徹底、検温の実施にご協力をお願いいたします。※体調のすぐれない方、
検温により高熱（概ね３７．５度以上）のある方の入場はご遠慮いただきます。（チケット料金は窓口にてお返しいたします。）※チケットの半券に「お名前」「電話番号」をご記入の上、受付で切り離してご提出
ください。※場内では、大声での談笑、声援などはご遠慮ください。※休憩中のお手洗いへの移動なども、密集とならないようご留意ください。

【主催】高山市／一般社団法人　高山市文化協会　【企画】爆クラ／有限会社ホウ７１　【制作】プロマックス
公演に関するお問合わせ：一般社団法人　高山市文化協会　0577-34-6550 ／ mail@takayama-bunka.org

花里小学校

東山中学校
の

校歌の作曲
者

２月２７日（土）　１５時開演（１４時１５分開場）

会場：高山市民文化会館大ホール（高山市昭和町１丁目１８８－１）

一般：Ｓ席３，５００円／Ａ席２，５００円　メセナメイト会員：Ｓ席３，０００円／Ａ席２，０００円
ジュニア（１８歳以下）：Ｓ席Ａ席ともに ５００円　※３歳未満のお子様は入場をお断りさせていただきます。

チケットのご購入・お問い合わせは 高山市民文化会館　0577-33-8333 
     チケットぴあ     Ｐコード：190-967

湯山昭の音楽を７組のプレイヤーがトリビュートするコンサート
プロデュースは娘の湯山玲子！

新垣隆
（ピアノ）

池上英樹
（マリンバ ）

福田廉之介
（ヴァイオリン）

林正子
（ソプラノ）

THE LEGEND
（男声オペラユニット ）

上野耕平
（アルトサクソフォーン）

モダンな和声と複雑系リズム

『おはなしゆびさん』等の童謡、１５０版を重ねるピアノ曲集『お菓子の
世界』、日本の合唱界を牽引した『四国のこども歌』などの作品で知られ
る湯山昭は、戦後の作曲家の中では、最も大衆に愛された存在。印象派
の楽曲を思わせる色彩豊かな和声感、ジャズ的なリズム、日本語の歌詞
と渾然一体となった抒情など、昭和の作曲家の掘り起こしが始まってい
るＹｏｕＴｕｂｅ時代だからこそ体験したいこれらの作品群を、才能ある
演奏家たちが、感性を込めて演奏していきます。

悲しい明るさが止まらない！！

妻として湯山昭を支え、児童合唱団を主宰してきた湯山桂子（旧姓：堀尾）
の生まれ故郷が高山。湯山昭がしばしば訪れ、医師三島健吉氏との交
流から生まれた『思い出の高山』が地元合唱団コーラス赤い靴、女声合
唱 さつき、コールからたち、コーラスこおろぎの歌声で披露されます。

NHK『ごごナマ』等でお茶の間にお馴染みの湯山玲子は、クラシック音
楽のプロデューサーとしても活動しています。湯山昭の音楽の魅力、聴き
方についてお話しする中で、曲がつくられた時代背景などを含めて、理解
を深めていただければこんなに嬉しいことはありません！

合唱曲『思い出の高山』に込められた想い

娘・湯山玲子による楽曲解説

湯山玲子
（ナビゲーター）

チケット

好評発売中！

コール

からたち
コーラス
赤い靴

女声合唱
さつき

コーラス

こおろぎ

湯山昭の音楽_広報誌用広告.indd   1 2020/12/16   14:25

午前9時～午後5時
（最終日午後4時まで）

1月15日金～17日日

主催：高山市／（一社）高山市文化協会　共催：高山飾物同好会

日時

～干支「丑」と歌会始お題「実」～

令和3年 新春飾り物展
高山市民文化会館 3階
●一般の部（講堂）
●高校生の部（美術工芸室）

場所



　
　
飛
騨
神
岡
高
等
学
校

入
選
　
　
　
湖
を
一
面
照
ら
す
月
光
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
舞
台
の
よ
う
で	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
年
　
井
上
　
実
咲

　
　

吉
城
高
等
学
校

入
選
　
　
　
夕
の
月
友
と
眺
め
て
ペ
ダ
ル
漕
ぐ
田
舎
住
ま
い
の
我
等
の
特
権	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
年
　
森
下
　
明
音

　
　
　
　
　
故
郷
の
君
と
眺
め
た
夕
月
夜
こ
の
土
手
を
歩
く
た
び
思
い
出
す	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
年
　
薄
田
　
結
菜

　
　
　
　
　
君
の
目
の
瞳
に
う
つ
る
十
六
夜
の
こ
ぼ
れ
落
ち
る
ひ
と
す
じ

　
　
　
　
　

の
涙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年
　
荒
木
　
千
尋

　
　
　
　
　
満
月
に
君
を
想
っ
て
瞳め

を
閉
じ
る
想
い
も
満
ち
る
月
が
綺
麗
だ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
年
　
田
口
　
心
寧

　
　
　
　
　
満
月
の
光
が
照
ら
す
我
が
心
自
ら
光
ろ
う
新
月
に
な
る
ま
で	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
年
　
玉
腰
　
大
輝

　
　
　
　
　
部
活
後
の
夜
道
を
照
ら
す
月
明
り
今
日
は
き
れ
い
な
う
さ
ぎ

　
　
　
　
　

さ
ん
だ
ね	

　
　
　
　
　
　
　
一
年
　
林
　
　
朱
莉

　
　
　
　
　
一
人
ぼ
っ
ち
満
月
の
下
蹴
る
ボ
ー
ル
跳
ね
る
音
の
み
響
く
公
園	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
年
　
松
田
　
悠
佑

　
　
　
　
　
掌
で
す
く
い
上
げ
た
水
に
月
浮
か
ぶ
ゆ
れ
る
月
を
一
気
に
飲

　
　
　
　
　

み
干
す	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
年
　
溝
口
　
史
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

　
母
（
俊
）
は
祖
父
（
進
）
が
基

礎
付
け
た
飛
騨
に
お
け
る
茶
・
華

道
を
盛
り
立
て
た
人
で
す
。
大
正

六
年
三
月
三
十
一
日
に
国
府
村
宮

地
の
牛
丸
周
助
・
寿
江
の
長
女
と

し
て
生
ま
れ
た
。
四
月
二
日
出
生

と
届
け
ら
れ
、
一
年
遅
れ
で
学
校

に
上
が
っ
た
。
そ
の
た
め
同
級
生

の
中
で
体
が
大
き
く
、
何
事
も
率

先
し
て
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。“
皇

后
さ
ま
”
と
あ
だ
名
さ
れ
、
物
怖

じ
し
な
い
性
格
は
こ
の
時
分
よ
り

形
成
さ
れ
た
。

　
高
山
高
等
女
学
校
で
教
師
の
祖

父
よ
り
茶
・
華
道
の
洗
礼
を
受
け

た
。
岐
阜
県
立
女
子
師
範
学
校
に

進
み
、
国
鉄
高
山
本
線
開
通
前
で

飛
騨
金
山
ま
で
歩
い
て
岐
阜
に
赴

い
た
。
昭
和
十
一
年
に
卒
業
し
、

古
川
小
学
校
、
次
い
で
荒
城
小
学

校
の
訓
導
（
教
員
）
と
な
っ
た
。

昭
和
十
三
年
九
月
に
父
（
昂た

か
し）
と

見
合
い
し
た
が
、
結
婚
に
進
む
こ

と
を
両
家
が
決
め
て
お
り
、
そ
の

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

飛騨における茶・華道を盛り立てた人
住　俊

と し

住　斉

場
が
結
納
と
な
っ
た
。
父
は
結
婚

相
手
が
ど
ん
な
人
か
分
か
ら
ず
不

安
だ
っ
た
が
、「
美
人
な
の
で
良

か
っ
た
」
と
一
代
記
で
述
懐
し
て

い
る
。

　
父
は
新
宿
区
百
人
町
に
あ
っ
た

陸
軍
技
術
研
究
所
の
技
手
だ
っ
た

の
で
、
昭
和
十
四
年
四
月
に
高
山

の
家
で
行
わ
れ
た
結
婚
式
を
終
え

東
京
の
借
家
に
同
道
す
る
こ
と
が

新
婚
旅
行
だ
っ
た
。
昭
和
十
六

年
、
老
祖
父
母
の
切
望
に
よ
り
父

は
十
二
月
末
に
退
職
し
た
。
十
二

月
八
日
の
日
米
開
戦
前
に
願
い
出

て
い
た
た
め
退
職
で
き
、
ま
ず
は

東
京
市
防
衛
局
技
手
に
転
じ
た
。

昭
和
十
七
年
四
月
十
八
日
に
米
軍

B	

25
爆
撃
機
に
よ
り
東
京
が
突
如

空
爆
さ
れ
た
。空
母
よ
り
発
進
し
、

各
地
を
空
爆
し
中
国
大
陸
に
去
っ

た
が
、
軍
は
殆
ど
応
戦
で
き
な
か

っ
た
。
驚
い
た
父
は
防
衛
局
を
辞

し
、
七
月
に
帰
郷
し
た
。
二
人
の

子
供
と
祖
父
母
一
緒
の
生
活
が
始

ま
っ
た
。
八
月
に
父
は
斐
太
中
学

校
の
化
学
の
教
諭
と
な
っ
た
。

　
祖
父
は
昭
和
二
十
二
年
に
高
山

高
等
女
学
校
を
辞
し
、
下
三
之
町

の
自
宅
の
松
風
庵
で
茶
・
華
道
教

授
に
専
念
し
た
。
教
授
料
の
殆
ど

は
道
具
購
入
や
茶
・
華
会
開
催
費

の
形
で
弟
子
に
還
元
さ
れ
、
家

計
に
は
食
費
を
出
す
だ
け
だ
っ

た
。
子
供
は
四
人
に
な
っ
て
お

り
、
次
々
と
保
育
園
・
小
学
校
に

上
が
り
養
育
費
が
嵩
ん
だ
。
そ
こ

で
母
は
昭
和
二
十
五
年
に
教
職
に

復
帰
し
、
丹
生
川
中
学
校
教
諭
と

な
っ
た
。
父
は
大
八
中
学
校
教
諭

と
な
っ
て
い
た
。
昭
和
三
十
三
年

か
ら
子
供
達
が
次
々
と
大
学
に
進

む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
受
験
は

一
期
限
り
で
国
・
公
立
大
に
限
る

76

表千家斐太好友会総会にて
（平成12年4月、83歳）

母（45歳）と亡くなる4カ月前の祖父
（昭和37年4月）

と
い
う
条
件
が
課
せ
ら
れ
た
。
息

子
二
人
娘
二
人
と
も
四
年
制
大
学

に
進
み
、
飛
騨
外
で
下
宿
す
る
者

が
三
人
の
時
が
二
年
間
、
二
人
の

時
が
六
年
間
あ
っ
た
。
両
親
の
稼

ぎ
で
は
学
費
を
賄
え
切
れ
ず
、
事

態
を
予
期
し
て
蓄
え
て
い
た
貯
金

を
取
り
崩
し
こ
の
時
期
を
乗
り
切

っ
た
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
２
０
２
１

◇
日
時
　
一
月
十
七
日
（
日
）	

午

　
後

◇
会
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

第
六
回
ヤ
マ
ハ
ジ
ュ
ニ
ア
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル 

コ
サ
カ
楽
器
大
会

◇
日
時
　
一
月
三
十
日
（
土
）
午

　
後
一
時
三
十
分
～
／
三
十
一
日

　（
日
）
午
前
十
時
～	

◇
会
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

　
昭
和
四
十
七
年
三
月
に
父
が

清
見
中
学
校
長
を
最
後
に
定
年
退

職
し
た
。
こ
れ
を
潮
に
母
は
高
山

南
小
学
校
教
諭
を
五
十
五
歳
で
辞

し
、
茶
・
華
道
教
授
に
専
念
し
た
。

以
前
か
ら
祖
父
の
下
で
茶
・
華
道

を
学
ん
で
お
り
（
茶
名
宗
俊
、
華

名
柳
枝
）、
茶
道
で
は
表
千
家
よ

り
昭
和
三
十
四
年
六
月
に
地
方
講

師
、
昭
和
四
十
九
年
一
月
に
教
授

に
任
じ
ら
れ
た
。
華
道
で
は
昭
和

五
十
二
年
九
月
に
池
坊
華
督
、
昭

和
六
十
年
九
月
に
副
総
華
督
、
平

成
七
年
一
月
に
最
高
位
の
総
華
督

に
登
り
詰
め
た
。
祖
父
は
昭
和

三
十
七
年
九
月
に
亡
く
な
っ
た
が
、

祖
父
か
ら
受
け
た
茶
・
華
道
薫
陶

を
偲
ん
で
、
母
を
含
む
先
生
級
の

人
た
ち
が
翠
柳
会
、
よ
り
広
い
人

た
ち
が
柳
村
会
を
結
成
し
た
。
い

ず
れ
も
祖
父
の
雅
号
“
翠
雨
軒
柳

村
”
に
ち
な
ん
で
い
る
。
ま
た
祖

父
が
結
成
し
た
松
風
社
に
ち
な
ん

で
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
に
松
風

会
が
母
を
中
心
と
し
て
結
成
さ
れ

お
月
見
歌
会	

入
選
歌
発
表

令
和
二
年
度 

道
伝
え
の
日

◎
一
般
の
部　

課
題
歌
「
月
」　　
　
　
　

互
選
一
席
　
最
終
の
列
車
で
降
り
ぬ
無
人
駅
の
引
き
戸
を
繰く

れ
ば
月
待
ち

　
　
　
　
　

て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
江
　
和
子

互
選
二
席
　
手
を
握
り
「
オ
マ
エ
、
ダ
レ
カ
」
と
訊
く
母
の
温
み
く
ぐ
も

　
　
　
　
　

る
霜
月
の
夜	

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
谷
口
　
茂
雄

互
選
三
席
　
満
月
の
明
り
の
中
を
帰
り
来
し
父
は
刈
り
草
山
と
ゆ
ら
し
つ	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
田
　
鈴
子

互
選
三
席
　
放
牧
の
牛
を
急
き
立
て
帰
る
夕
山
の
端
か
す
め
月
の
ぼ
り
来
る	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
一
誠

雁
部
貞
夫
先
生
推
薦

　
　
　
　
　

月
昇
る
テ
ア
ト
ロ
ロ
マ
ー
ノ
に
歌
声
の
響
き
し
こ
と
を
石
は

　
　
　
　
　

記
憶
す	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
　
　
操

　
　
　
　
　

戦
死
せ
し
息
子
の
遺
骨
胸
に
抱
き
何
を
語
る
か
月
指
し
な
が
ら	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
　
甲
枝

◎
一
般
の
部　

自
由
歌

互
選
一
席
　
そ
の
人
を
思
へ
ば
歩
調
ゆ
る
み
た
り
焼
香
だ
け
の
葬
儀
の
帰
り	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　武
藤
　
久
美

互
選
二
席
　
空
っ
ぽ
の
香
水
の
瓶
に
閉
じ
込
め
し
「
初
恋
」
と
い
う
名
の

　
　
　
　
　

私
の
香
り	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
尾
　
幸
子

互
選
二
席
　
振
り
返
り
振
り
返
り
姉
は
病
室
へ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン

　
　
　
　
　

が
押
せ
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

　
　
　西
野
　
紘
子

雁
部
貞
夫
先
生
推
薦

　
　

　
　

凛
と
し
て
歌
会
仕
切
り
し
和
服
形な

り

ば
さ
ら
の
君
を
今
な
ほ
恋

　
　
　
　
　

ふ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
　
英
山

　
　
　
　
　
静
か
な
る
白
樺
林
を
抜
け
出
で
て
峨
々
た
る
山
に
向
う
よ
ろ

　
　
　
　
　

こ
び	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
都
木
　
愼
一

◎
高
校
生
の
部　

課
題
歌
「
月
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

桐
山
吾
朗
選

　
　

斐
太
高
等
学
校

入
選
　
　
　
三
日
月
に
手
を
合
わ
せ
願
う
傘
寿
の
祖
母
小
さ
く
丸
い
背
な

　
　
　
　
　

ほ
丸
く
し
て	

　
　
　
　
　
　
　
一
年
　
門
前
　
凛
音

◎
一
般
の
部　

兼
題
句「
芭
蕉
忌
」

互
選
一
席

堂
に
座
し
野
に
座
す
佛
翁
の
忌	

　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
み
つ
江

芭
蕉
忌
や
人
に
つ
き
ゆ
く
ひ
と
り

旅	

　
　
　
　
柴
田
　
恭
子

互
選
三
席

仁
丹
が
鞄
の
隅
に
時
雨
の
忌	

　
　
　
　
　
　
　
　
澤
木
　
正
子

苔
庭
へ
雨
音
消
ゆ
る
翁
の
忌	

　
　
　
　
　
　
　
奥
田
　
貴
美
子

死
を
語
り
恋
も
語
り
ぬ
翁
の
忌	

　
　
　
　
　
　
　
　
数
崎
　
清
子

◎
一
般
の
部　

当
季
雑
詠
句

互
選
一
席

秋
海
棠
母
の
小
言
の
柔
ら
か
し	

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
野
　
清
子

互
選
二
席

鉄
塔
の
影
を
伸
ば
し
て
十
三
夜	

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
紀
美
子

互
選
三
席

乗
鞍
に
道
見
ゆ
る
日
や
刈
田
晴	

　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
み
つ
江

落
城
史
語
る
老
僧
秋
深
し	

　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
淑
子

ブ
ラ
ン
コ
を
漕
い
で
飛
び
込
む
秋

落
暉	

　
　

奥
田
　
貴
美
子

　
本
年
は
、
選
者
体
調
不
良
の
た

め
、
互
選
の
み
行
い
ま
し
た
。

◎
高
校
生
の
部　

飛
騨
俳
句
会
選

　
　

飛
騨
神
岡
高
等
学
校

入
賞

黍
嵐
大
筆
で
書
く
一
画
目	

　
　
　
　
　
一
年
　
井
上
　
実
咲

　
　

斐
太
高
等
学
校

入
賞

弦
の
音
や
深
呼
吸
し
て
雪
弓
庭	

　
　
　
　
　
一
年
　
門
前
　
凛
音

　
　
吉
城
高
等
学
校

入
賞

勉
強
の
バ
ッ
ク
サ
ウ
ン
ド
虫
の
闇	

　
　
　
　
　
二
年
　
山
下
　
祐
華

金
木
犀
香
り
漂
う
朝
の
風	

　
　
　
　
　
一
年
　
石
垣
　
楓
奈

新
月
や
シ
ャ
ー
ペ
ン
の
音
響
く
部

屋	

　
一
年
　
岡
田
　
千
佳

肩
並
べ
腰
を
下
ろ
せ
ば
野
菊
濃
し	

　
　
　
　
　

一
年
　
奥
田
　
里
咲

金
風
や
風
を
集
め
る
体
中	

　
　
　
　
一
年
　
坂
本
　
侑
寿
己

夕
暮
れ
に
染
ま
る
紅
葉
と
君
の
頬	

　
　
　
　
　

一
年
　
田
口
　
心
寧

名
月
め
が
け
ボ
ー
ル
蹴
る
夜
練
習	

　
　
　
　
　

一
年
　
松
田
　
悠
佑

失
恋
を
「
し
つ
こ
い
」
と
読
む
秋

の
風	

　
一
年
　
吉
井
　
幸
平

　
　
　
　
　
　
　
　　
（
順
不
同
）

芭
蕉
忌
句
会	

入
賞
句
発
表

令
和
二
年
度 

道
伝
え
の
日

た
。
母
の
持
ち
前
の
包
容
力
と
親

分
肌
に
よ
り
会
員
は
最
高
五
十
二

人
に
達
し
た
。
会
は
平
成
十
六
年

に
お
け
る
母
の
米
寿
ま
で
続
い
た
。

　
飛
騨
全
体
に
対
し
て
は
、
茶
道

で
は
表
千
家
同
門
会
岐
阜
県
支

部
の
下
に
昭
和
五
十
三
年
に
斐
太

好
友
会
が
母
も
参
加
し
て
結
成
さ

れ
、
昭
和
五
十
四
年
ま
で
庶
務
を

務
め
た
。
昭
和
五
十
七
、五
十
八
年

に
副
会
長
、
昭
和
五
十
九
、六
十

年
に
会
長
に
な
っ
た
。
ま
た
、
住

の
家
は
表
千
家
長
生
庵
堀
之
内
宗

匠
と
関
係
が
深
く
、
曾
祖
父
（
作

助
）
も
祖
父
も
直
弟
子
だ
っ
た
。

こ
の
縁
よ
り
母
は
“
こ
ま
の
会
”

を
結
成
し
、
堀
之
内
宗
完
・
宗
心

宗
匠
を
ほ
ぼ
二
年
置
き
に
数
回
以

上
招
き
飛
騨
び
と
に
向
け
講
習
会

を
催
し
た
。“
こ
ま
”
は
長
生
庵

の
記
し
で
あ
る
。
華
道
で
は
、
池

坊
華
道
会
斐
太
支
部
が
昭
和
十
六

年
に
祖
父
に
よ
り
立
ち
上
げ
ら
れ

て
い
た
が
、
母
は
昭
和
四
十
八
～

六
十
三
年
の
十
五
年
間
に
渡
っ
て

会
長
を
務
め
た
。
昭
和
六
十
二
年

六
月
に
中
部
三
県
連
合
花
展
を
初

め
て
高
山
で
開
催
し
、
大
会
長
を

務
め
、
池
坊
家
元
四
十
五
世
専

永
宗
匠
を
招
い
た
。
出
瓶
数
は

七
百
六
十
八
に
達
し
た
。
ま
た
、

高
山
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
講
師
を

数
年
間
務
め
、
飛
騨
に
お
け
る
華

道
敷
衍
に
尽
力
し
、
富
山
か
ら
も

参
加
者
が
あ
っ
た
。

　
昭
和
六
十
年
に
高
山
市
文
化
協

会
文
化
功
労
者
顕
彰
、
平
成
九
年

に
岐
阜
県
文
化
・
芸
術
功
労
者
表

彰
を
受
け
、
平
成
十
八
年
一
月
一

日
に
享
年
九
十
歳
で
生
涯
を
閉
じ

た
。
家
族
の
み
な
ら
ず
飛
騨
び
と

全
て
の
向
上
に
捧
げ
た
生
涯
だ
っ

た
。

市民文化芸術鑑賞事業 ●主催　高山市・（一社）高山市文化協会　●お問い合わせ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）

高山市民文化会館
小ホール

①午前10時～②午後2時～（開場各回30分前）

ワンコイン500円で映画を楽しめます！

ワンコインシネマ

全席自由 500円（1回券・当日同料金）

©2019 Universal Studios and 
Perfect Universe Investment Inc. 
All Rights Reserved.

イエスタデイ

〔一般〕　　　　　　　 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　1，000円
※未就学児入場不可

午後7時開演/午後6時15分開場

高山市民文化会館大ホール金3 5
チケット料金（税込） 全席指定 チケット発売

メセナメイト先行発売午前10時～
一般発売午後1時～

（ネット受付午後2時～）

令和3年1月9日（土）

プレイガイド
高山市民文化会館及びネット受付 　
http://www.takayama-bunka.org/forms/20210305tanuki.html
※窓口販売で完売した場合は受付を行いません。

出演：榊原郁恵、岡本麗 他
仲の悪い母娘二人住まいの家に通うホームヘルパーが、母と娘そ
れぞれから相手の事を調べてほしいと頼まれることから始まる
ホームコメディ。娘の不倫と母のギャンブル癖、そして主人公の死
んだ父親と母娘の関係が絡み合い、問題は複雑になっていく。そん
な中、母親に認知症の疑惑が浮上し・・・。痛快！ホームコメディ！！

トム・プロジェクト　プロデュース

演　劇

土1 23令和3年

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、席数減にて上演します。体調不良の方は、来場をご遠慮ください。来場の際には、マスクの着用をお願いします。

令和3年

昨
日
ま
で
、

世
界
中
の
誰
も
が

知
っ
て
い
た

ビ
ー
ト
ル
ズ
。

今
日
、僕
以
外
の

誰
も
知
ら
な
い…

。

　昨年４月に公演の開催を予定してい
た「SADAO with Friends 2020」は、
出演者を含め内容を再検討し、本年4月
以降の開催を目指すこととなりました。
　チケットはそのままご利用いただける
予定ですが、払い戻しも随時受け付け
ております。詳細は、高山市民文化会館

（0577-33-8333）へお問い合わせくだ
さい。

with Friends 2020
SADAO

公演延期のお知らせ


